
近
代
国
家
と
し
て
の
わ
が
国
に
、

は
じ
め
て
文
化
財
保
護
の
方
策
が
講
じ
ら
れ

た
の
は
、
明
治
四
年
の
太
政
官
布
告
「
古
器
旧
物
保
存
方
」
が
最
初
で
あ
る
が
、

そ
の
後
明
治
十
三
年
ご
ろ
か
ら
、
内
務
省
は
全
国
の
主
要
古
社
寺
に
対
し
て
保
存

金
を
交
付
し
、
同
二
十
一
年
に
は
宮
内
省
に
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
が
設
け
ら
れ

る
な
ど
、
そ
の
対
策
は
徐
夕
に
す
す
め
ら
れ
、
明
治
三
十
年
に
は
「
古
社
寺
保
存

こ
の
法
律
の
第
四
条
に
は
「
社
寺
ノ
建
造
物
及
ピ
宝
物
類
ニ
ッ
テ
特
二
歴
史
ノ

証
徴
又
ハ
美
術
ノ
模
範
ト
ナ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
古
社
寺
保
存
会
二
諮
詢
ン
内
務
大
臣

ニ
於
テ
特
別
保
護
建
造
物
又
ハ
国
宝
ノ
資
格
ア
ル
モ
ノ
ト
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と

あ
り
、
は
じ
め
て
宝
物
類
に
対
し
て
国
宝
と
い
う
名
称
を
用
い
る
と
と
も
に
•
国

宝
を
甲
乙
丙
の
―
]
一
種
に
わ
け
、
製
作
の
優
秀
な
も
の
を
甲
種
、
由
緒
の
特
殊
な
も

そ
の
製
作
の
程
度
に
よ
っ
て

一
等
か
ら
四
等
ま
で
に
わ
け
た
。

た
だ
こ
の
法
律
に

よ
る
指
定
は
社
寺
所
有
の
も
の
に
限
っ
て
お
り
、
ま
た
建
造
物
に
つ
い
て
は
国
宝

と
い
わ
ず
、
特
別
保
護
建
造
物
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
た
。
昭
和
四
年
、
古
社

の
を
乙
種
、
歴
史
の
証
徴
と
な
る
も
の
を
丙
種
と
し
、
甲
種
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

法
」
の
制
定
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

文

化

財

保

護

の

歴

史

国

宝

と

は

何

か

あ
る
。

文

化

財

保

護

法

と

国

宝

国
宝
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寺
保
存
法
を
さ
ら
に
拡
充
発
展
さ
せ
て
新
た
に
「
国
宝
保
存
法
」
を
制
定
し
た
が

こ
の
法
律
で
は
建
造
物
に
つ
い
て
も
宝
物
と
同
じ
よ
う
に
国
宝
の
名
称
で
呼
び
、

ま
た
、
社
寺
有
の
も
の
だ
け
で
な
く
国
有
、
公
共
有
、
個
人
有
の
も
の
も
す
べ
て

ま
た
、
昭
和
八
年
に
は
、
「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
二
関
ス
ル
法
律
」
が
公
布

さ
れ
、
国
宝
に
準
ず
る
重
要
美
術
品
等
認
定
物
件
の
国
外
流
出
防
止
の
措
置
が
請

じ
ら
れ
た
が
、
以
後
国
宝
保
存
法
と
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
二
関
ス
ル
法
律
は
、

大
正
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
」
と
と
も
に
、
文
化

財
保
護
に
関
す
る
三
つ
の
法
律
と
し
て
、
今
次
大
戦
後
ま
で
存
続
し
て
き
た
の
で

今
次
大
戦
中
、
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
国
宝
建
造
物
等
は
相
当
数
に
達
し
た

が
、
さ
ら
に
戦
後
に
お
け
る
社
会
の
混
乱
と
経
済
界
の
動
揺
は
、
文
化
財
の
保
存

に
重
大
な
脅
威
を
与
え
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
文
化
財
保
護
の
重
点
的
強
化
が
叫

ば
れ
は
じ
め
た
そ
の
と
き
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
法
隆
寺
金
堂
に
火
災

が
お
こ
り
、
堂
内
の
壁
画
を
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
は
文
化
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つ
ま

財
の
保
護
に
対
す
る
世
論
を
沸
騰
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
直
接
の
契
機
と
な

っ
て
、
翌
昭
和
二
十
五
年
に
は
識
員
立
法
に
よ
っ
て
「
文
化
財
保
護
法
」
が
制
定

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
同
法
は
同
年
五
月
に
公
布
、
同
年
八
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

と
と
も
に
、
文
部
省
の
外
局
と
し
て
文
化
財
保
護
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に

文
化
財
保
護
行
政
の
画
期
的
な
再
出
発
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
国
宝
保
存
法
、
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
二

関
ス
ル
法
律
、
お
よ
び
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
は
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
ら
は

文
化
財
保
護
法
の
中
に
発
展
的
に
吸
収
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
く
新
た
に
民
俗
資

料
の
分
野
と
、
さ
ら
に
は
無
形
文
化
財
の
分
野
が
保
護
の
対
象
に
加
え
ら
れ
、
文

化
財
保
護
の
範
囲
は
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗
資
料
、
お
よ
び
記
念
物

の
四
つ
の
分
野
に
わ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
化
財
保
護
法
は
そ
の
第
二
条
に
お
い
て
、
有
形
文
化
財
を
「
建
造
物
、
絵
画

彫
刻
、
工
芸
品
、
書
踪
、
典
籍
、
古
文
書
、
そ
の
他
有
形
の
文
化
的
所
産
で
わ
が

国
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
及
び
考
古
資
料
」
と
定
義
す

る
と
と
も
に
、
第
二
十
七
条
で
は
文
化
財
保
護
委
貝
会
は
「
有
形
文
化
財
の
う
ち

重
要
な
も
の
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
ま
た

「
重
要

文
化
財
の
う
ち
世
界
文
化
の
見
地
か
ら
価
値
の
高
い
も
の
で
、
た
ぐ
い
な
い
国
民

の
宝
た
る
も
の
を
国
宝
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

り
有
形
文
化
財
の
う
ち
す
ぐ
れ
た
も
の
を
重
要
文
化
財
に
指
定
し
、
重
要
文
化
財

の
中
で
さ
ら
に
す
ぐ
れ
た
も
の
を
国
宝
に
指
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
重
要
文
化
財
と
国
宝
の
二
段
階
に
わ
け
て
指
定
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
制
度
で
あ
る
が
、
文
化
財
の
重
点
的
保
護
の
立
場
か
ら
は
当
然

第 1表 国宝・重要文化財指定件数表

----指定 、穣¥ 別----'I 絵画 I 彫刻 1 ~ 叫ェ芸 1 考古 1 件建数造1 棟物数 I1 計
国 宝 IL37 | 106 l 242 l 2251 2s I 196 I 238 | 931 
重要文化財 l 1467 I 2219 I 1950 I 18081 226 I 1367 I 2010 I 9037 
国宝／蕊文 |9.3% I 4.8% 112.4% f 12.4% 111.1？る 114.3%111.5% 110.3% 
（注） 重要文化財の作数は国室の件数を含む。

か
る
で
あ
ろ
う
（
第
一
表
参
照
）
。

た
も
の
で
あ
る
か
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
わ

た
い
わ
ゆ
る
新
国
宝
が
、

い
か
に
厳
選
さ
れ

な
い
。
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ

宝
の
比
率
は
一

O
・
―ニバ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ

一
件
で
あ
っ
て
、
重
要
文
化
財
に
対
す
る
国

か
ら
新
し
く
国
宝
に
指
定
し
た
も
の
は
九

こ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ら
重
要
文
化
財
の
中

け
る
重
要
文
化
財
の
総
数
は
九
、

0
三
七
件

と
な
っ
て
い
る
。

定
さ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
旧
国
宝
を
す
べ
て
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
も
の
と
見

な
し
た
が
、
そ
の
数
は
六
、

八
七

0
件
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
文
化
財
保
護
法
施
行

一
五
八
件
あ
る
の

で
、
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
一
日
現
在
に
お

も
の
が
現
在
ま
で
に
一
、

で
あ
っ
た
も
の
を
重
要
文
化
財
に
指
定
し
た

昭和35年12月1日現在

指
定
し
た
。
こ
の
ほ
か
従
来
は
全
く
未
指
定

の
を
現
在
ま
で
に
九
一
四
件
重
要
文
化
財
に

再
審
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
う
ち
重
要
な
も

等
認
定
物
件
に
つ
い
て
、
そ
の
後
継
続
的
に

当
時
八
、
二
三
七
件
を
数
え
た
重
要
美
術
品

そ
し
て
、
ま
ず
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
国
宝
保
存
法
に
よ
っ
て
指

の
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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ま
ず
、
委
員
会
は
、
別
記
指
定
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
厳
重
な
調
査
を
お
こ
な

い
、
重
要
文
化
財
の
中
か
ら
名
実
と
も
に
国
宝
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
国
宝
指
定

侯
補
に
選
ひ
出
し
、
そ
れ
を
委
貝
会
の
附
属
機
関
で
あ
る
文
化
財
専
門
審
議
会
に

諮
問
し
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
は
じ
め
て
国
宝
の
指
定
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
ち
に
官
報
で
告
示
す
る
と
と
も
に
、
所
有
者

そ
し
て
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

に
対
し
て
は
指
定
害
を
交
付
し
て
そ
の
旨
を
通
知
し
、
こ
こ
に
国
宝
指
定
の
効
力

が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
昭
和
二
十
六
年
六
月
、
第
一
回
の
国
宝
指
定
が
●
こ
な
わ
れ

た
が
、
こ
の
と
き
指
定
さ
れ
た
国
宝
は
奈
良
県
薬
師
寺
の
麻
布
著
色
吉
祥
天
像
な

ど
絵
画
二
六
件
、
京
都
府
広
隆
寺
の
木
造
弥
勒
菩
薩
像
な
ど
彫
刻
二
四
件
、
東
京

国
立
博
物
館
保
管
の
園
悟
克
勤
墨
跡
な
ど
書
筋
五
三
件
、
栃
木
県
東
照
宮
の
太
刀

銘
助
真
な
ど
工
芸
品
一
-]
九
件
、
和
歌
山
県
隅
田
八
幡
神
社
の
人
物
画
像
鏡
な
ど
考

古
資
料
二
件、

お
よ
び
法
隆
寺
金
堂
な
ど
建
造
物
三
七
件
、

計

一
八
一
件
で
あ
っ

た
。
以
後
毎
年
一
回
な
い
し
二
回
の
指
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
現
在
ま
で
に
都
合
十

三
回
お
こ
な
っ
て
、
九
三
一
件
の
国
宝
を
指
定
し
た
が
、
そ
の
間
の
経
緯
は
第
二

表
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
こ
れ
ら
九
三
一
件
の
国
宝
を
所
有
者
別
に
み
る
と
、
第
三
表
に
示
す
と

お
り
国
有
の
も
の
が
七
一
件
、
県
、
市
な
ど
地
方
公
共
団
体
有
の
も
の
が
七
件
、

つ
い
て
述
べ
よ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
国
宝
は
ど
の
よ
う
に
し
て
指
定
さ
れ
る
か
、

国

宝

の

指

定

そ
の
手
続
き
に

社
寺
な
ど
宗
教
法
人
有
の
も
の
が
六
一
四
件
、
美
術
館
な
ど
そ
の
他
法
人
有
の
も

の
が
九
二
件
、
個
人
有
の
も
の
が
一
四
七
件
で

、

全
体
の
約
六
六
•

五
パ
ー

セ
ソ

ま
た
こ
れ
を
都
道
府
県
別
に
見
れ
ば
、
第
四
表
に
示
す
と
お
り
京
都
府
が
ニ
―

つ
い
で
東
京
都
の
二

0
一
件
、
奈
良
県
の
一
七
七
件
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
美
術
工
芸
品
に
つ
い
て
み
る
と
東
京
都
が
二

0
0件
で
も

八
件
で
最
も
多
く
、

ト
は
社
寺
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
。

第2表 国宝指定年月日別件数表

一只ll | J.̂ -| ' ‘‘-、 積;,.，
指定------1臨 1.1!11
昭26. 6. 9 I 26 
昭21. 3. 29 I 23 
昭21.11. 22 I 18 
昭28. 3. 31 I 13 
昭28.11. 14 I 11 
昭29. 3. 20 I 9 
昭30. 2. 2 I 8 
昭30. 6. 22 I 7 
昭31. 6. 28 I 11 
昭32, 2. 19 I 5 
昭32. 6. 18 

• 昭33. 2. 8 
昭34. 6. 27 
計 l137 l 

物

数

4
7
5
4
3
0
4
2
2
1
1
2
6
5
7

[9225 

4
1
8
2
7
6
3
5
5
3
 

刻

2
2
1
1

彫

2
 
106 i .i
 

3
4
-
4
2
 
2
 

25l 

昭和12月lB環

「

.
l―
 

6
 ,
 

3
4
5
-ー

'

-

4
4
6
-238 

計

18116513911185614536442851714-931 （注）指定年月日は昭和29年6月30日（怯律袖3こ）以前の分は委員会決定の日とし，それ以後の分
については官線告示の日と・する。

第 3表国宝所有者別件数表 ・ 屈細咋12月1B現在こ：I彫茨{|書；1|エ:|？竺占

塁ここi1贔髯；；i1:』:
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第4表 国宝所在別件数表 昭和3甜日2月1日衷伍

計
~
 品

造
ー
、
贔古考

~
~
 

．． 

芸

25

ェ

2

＇ 

•

I 

跡

1

2

1

.
6

1

2

6

8

8

4

5

3

1

5

8

3

1

2

8

8

9

4

2

書
__
 
i

:

|

＇
．；
ー

ー

！

！
ー
'
|

|

_

,

.，＇
！
ー

＇1
．ー

。

1

1

4

1

3

6

5

1

6

 

刻彫
•

9
.,

1
~•~

99i

,••9 

..

.
 ＇：
I
 

8

7

2

1

1

3

4

7

2

7

9

1

2

1

1

1

 

3
 

画絵
....
...

..
 
1

,

．1
 

.

.

 

9
1
,．，
 
．．．．．．
 
，

9
・
 

計

別
道
森
手
城
田
形
島
城
＊
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
亙
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島

□
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
烏

種

海

奈

歌

児

一

[
北
肯
岩
宮
秋
山
福
矢
栃
群
埼
千
東
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
＝
函
京
大
兵
奈
和
烏
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
能
、
大
宮
鹿
ー総

L
滋
ー
・

ー

2

2

 2
 

2
 

2

4

 1

2

 ＂ 1
4

 1
2
7
5
 

7
 

5
3
1
 
1
6
1
 3
4
0
2
1
5
 

1

2

3

 

2
2
9
3
 

8
1
5
 

ー

6
 

1
2
3
 8
1
1
 

ー

2
 

1

3

 
ー

6
 

1
2
 

2
2
5
2
 
2
 
9
4
5
1
8
7
1
2
2
6
3
 

1

4

1

5

 

2
3
1
 

3
 
2
 

（注）国有のものは，その所在によって当該都府県の中に含ませてある。

第5表 国宝制作時代別件数表

251 196 931 

昭和35年12月IB現在

種別＇I , i s i II 建造物 l! 
時代 ヽ-1絵画 彫刻I書跡 ；工芸考古件数i棟数 計
-上- 古 ！

4 I 
I 1 7 8 

飛 :I 8 I | 2 4 4 5 18 
奈 32 20 10 11 21 21 98 
平 安 ！ 41 44 118 58 7 21 28 289 
鎌倉 37 19 39 114 64 66 273 
南北朝 1 11 16 28 
室町 11 2 31 33 44 
桃山 6 1 30 42 37 
江戸 12 

3! I 
3 25 43 40 

中国 ． 25 51 14 93 
そ の他 ！ 1 2 3 
計 J 137 / 106 242 l 225 ! 25 I 196 I 238 I 931 

（注） 1．二つ以上の時代にまたがるものは古い時代に入れてある。
2. 中国の内訳は，西魏1，唐32,北宋23,南宋25,元12である。
3. その伯の常の書跡1はポ几トガル，工芸2は朝鮮である。
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密
接
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

五
棟
を
一
件
と
し
て
指
定
し
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

占
め
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
と
わ
が
国
の
関
係
が
、

歴
史
、
文
化
の
上
で
い
か
に

一
方
中
国
の
作
品
が
九
三
件
も
あ
っ
て
、
全
体
の
ち
ょ
う
ど
一
割
を

速
玉
神
社
古
神
宝
類
四
四
三
点
を
そ
れ
ぞ
れ
一
件
と
し
、
建
造
物
で
は
松
本
城
の

ん
で
多
い
。

例
え
ば
書
蹄
で
金
剛
峯
寺
の
中
尊
寺
経
四
、

二
九
六
巻
を
、
ま
た
工
芸
品
で
熊
野

っ
と
も
多
く
、
建
造
物
で
は
奈
良
県
が
六
五
件
で
も
っ
と
も
多
い
。
な
お
近
畿
二

府
五
県
に
お
け
る
国
宝
の
合
計
は
五
四
八
件
で
、
全
体
の
約
五
九
パ
ー
セ
ン

ト
に

ま
た
国
宝
を
そ
の
制
作
年
次
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
第
五
表
に
示
す
と
お
り

平
安
時
代
が
二
八
九
件
で
も
っ
と
も
多
く
、
鎌
倉
時
代
の
二
七
三
件
が
こ
れ
と
並

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。

造
物
に
描
か
れ
た
壁
画
に
対
し
て
、
絵
画
と
し
て
も
「
国
宝
の
取
扱
い
」
を
し
て

い
る
も
の
が
平
等
院
鳳
凰
堂
壁
扉
画
な
ど
四
件
あ
る
。
ま
た
こ
こ
で
注
意
し
て
お

き
た
い
こ
と
は
、
指
定
の
場
合
の
件
数
は

一
件
が
必
ず
し
も

一
点
も
し
く
は
一
棟

と
は
限
ら
ず
、
数
点
、
数
棟
を
も
っ
て
一
件
と
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
が
数
字
の
上
か
ら
み
た
国
宝
指
定
の
概
要
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
か
国
宝
建
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を
優
先
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
国
宝
は
、
わ
が
国
の
美
術
、
建
築
の
歴
史
の
う
え

で
、
も
っ
と
も
重
要
か
つ
代
表
的
な
遺
品
で
あ
り
、
遺
構
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を

系
統
的
に
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
美
術
史
と
日
本
建
築
史
の
骨
格
は
ほ

ぽ
形
成
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
あ
え
て
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら

の
国
宝
が
、
他
に
類
例
が
な
い
ほ
ど
良
好
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、

国
宝
指
定
の
意
義
は
き
わ
め
て
深
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
へ
こ
れ
ら
の
国
宝
に
対
す
る
保
護
措
置
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た

建
造
物
に
対
し
て
各
種
の
保
護
措
置
を
講
じ
て
き
た
が
、
文
化
財
保
護
法
で
は
、

国
宝
は
と
り
も
な
お
さ
ず
重
要
文
化
財
で
も
あ
る
の
で
、
国
宝
に
つ
い
て
は
修
理

に
関
す
る
命
令
、
お
よ
び
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
る
修
理
の
直
接
施
行
な
ど
、

一
、
二
の
措
置
を
規
定
す
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
そ
の
他
の
重
要
文
化
財
に
対
す
る

措
置
と
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
国
宝
の
管
理
と
修
理
は
所
有
者
が
お
こ
な
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
が

政
府
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
相
当
高
率

の
補
助
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
各
種
の
技
術
指
導
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
文
化
財
保
護
法
で
は
、
国
宝
の
現
状
を
変
更
す
る
場
合
に
は
委
員
会
の
許
可

を
必
要
と
す
る
こ
と
と
か
、
他
人
に
有
債
で
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
事
前

前
に
も
述
ぺ
た
と
お
り
、
す
で
に
明
治
四
年
以
来
、
政
府
は
古
美
術
品
お
よ
び

、。し

国

宝

の

保

護

た
だ
実
際
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
国
宝

は
最
近
に
お
け
る
最
も
重
要
な
事
業
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
。

後
さ
ら
に
昭
和
三
十
八
年
度
ま
で
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

に
委
員
会
に
国
に
対
す
る
売
り
渡
し
の
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

か
、
あ
る
い
は
国
立
博
物
館
等
へ
の
出
品
の
義
務
、
輸
出
の
禁
止
な
ど
、
種
々
の

規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
保
護
措
置
の
中
で
も
、
．国
宝
の
修
理
は
多
額

な
経
蛮
と
専
門
的
な
技
術
を
要
す
る
点
で
最
も
重
要
な
事
業
と
い
え
よ
う
。

法
隆
寺
国
宝
建
造
物
の
修
理
は
古
く
は
明
治
三
十
二
年
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
が
、
昭
和
九
年
か
ら
「
法
隆
寺
国
宝
保
存
事
業
部
」
を
設
置
し
て
本
格
的
な
修

理
に
入
り
、
戦
後
昭
和
二
十
四
年
か
ら
は
「
法
隆
寺
国
宝
保
存
委
員
会
」
．を
発
足

さ
せ
て
こ
れ
を
継
続
し
、
金
堂
を
最
後
に
全
国
宝
の
修
理
を
完
了
し
た
の
は
昭
和

三
十
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
昭
和
九
年
か
ら
数
え
て
も
実
に
二
十
一
カ
年
の
歳
月
・

と
約
二
億
五
千
万
円
の
経
費
を
費
し
、
国
費
に
よ
る
補
助
額
も
二
億
四
千
万
円
余

に
達
し
た
。
ま
た
現
在
大
天
守
の
修
理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
姫
路
城
の
修
理
は
、

昭
和
九
年
に
着
工
以
来
す
で
に
約
四
億
円
の
経
費
を
費
す
と
と
も
に
、
工
事
は
今

こ
の
よ
う
に
国
宝
建
造
物
の
修
理
に
は
長
年
月
を
要
す
る
も
の
が
多
い
が
、
そ

の
他
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
三
百
年
程
度
を
経
過
す
る
ご
と
に
解
体
修
理
を
必
要

と
し
、
ま
た
約
百
年
ご
と
に
半
解
体
修
理
、
三
十
年
な
い
し
六
十
年
ご
と
に
屋
根

替
え
修
理
を
必
要
と
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
修
理
は
今
後
も
な
お
半
恒
久
的
に
続

け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
わ
が
国
の
建
造
物
は
木
造
で
火
災

に
か
か
り
や
す
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
国
宝
建
造
物
に
対
す
る
防
災
施
設

美
術
工
芸
品
は
建
造
物
と
ち
が
っ
て
移
動
さ
せ
や
す
い
の
で
、
管
理
に
よ
る
保

、、

護
が
最
も
重
要
で
あ
る
が
、
素
材
に
る
い
弱
な
も
の
が
多
い
だ
け
に
こ
れ
に
対
す
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で
そ
の
他
は
重
要
文
化
財
）
の
修
理
な
ど
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。

る
修
理
も
常
に
怠
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
も
そ
の
修
理
に
は
細
部
に
い
た
る

ま
で
高
度
の
技
術
を
要
し
、
困
難
な
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
。
六
カ
年
の
政
月
と

二
千
五
百
万
円
の
経
拙
を
賀
し
て
昭
和

i-
＿十
二
年
に
完
成
し
た
奈
良
県
薬
師
寺
の

薬
師
三
尊
像
の
修
理
や
、

二
十
一

年
間
に
延
ぺ
七
万
四
干
人
余
の
修
理
技
術
者
を

つ
か
っ
て
、
昭
和
三
十
三
年
に
完
成
し
た
三
十
三
間
堂
の
千
鉢
仏
（
本
蒻
が
国
宝

こ
の
よ
う
に
国
宝
の
保
護
は
決
し
て
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
日

本
民
族
の
歴
史
と
風
土
の
中
に
培
か
わ
れ
、
数
百
千
年
の
風
留
に
た
え
て
今
日
に

を
、
わ
れ
わ
れ
は
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
固
宝
を
よ
り
よ
く
保
存
し
、

よ
り
完
全
な
姿
で

次
代
に
引
き
つ
ぐ
こ
と
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
た
裟
務
で
あ
る
。
文
化

財
保
護
法
の
第

一
条
に
「
こ
の
法
律
は
、
文
化
財
を
保
存
し
、
且
っ
、

を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩

向
か
っ
て
保
設
さ
れ
得
て
、

そ
の
活
用

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
国
宝
が
こ
の
目
的
に

は
じ
め
て
名
実
と
も
に
真
の
国
宝
と
な
り
う
る
こ
と
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